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 100 円バスの登場と相通じるが，コミュニティバスがここ 3，4 年著しく増加している。あ
る調査によると，1999 年 3 月時点の集計だが，コミュニティバスを導入している市町村の数
は，全国で 209に及んでいる。ただ国土交通省においてもコミュニティバスの定義はなく，そ
のためコミュニティバスの統計は揃っていない。 
 コミュニティバスの経営主体はおおきく分けて地方自治体，団体，バス事業者の 3つである。 
                                                          
1）国土交通省によると，運賃や初乗り料金が 100円という「100円バス」を導入しているバス事業者は 2001
年 4月時点で全国に 145社と，2000年 4月の 85社と比べ 7割増になり，現在ではさらに 150社を越え
3社に 1社以上の割合に達しているとみられる。自治体等のコミュニティバスの導入や民間バス会社によ
る料金見直しが相次いでいるためと考えられ，こうしたこともあってか，乗合バスの乗客の減少ペースは
1999年度の 4．9％減に対し 2000年度は 2．9％減と改善傾向も見られる。 
1995年に運行を始めた武蔵野市の「ムーバス」は車両の幅員を約 2ｍに抑えた小型バス（29人乗り）
を特注して住宅地内の細道を走っている。現在 3系統運行しており，1998年度には黒字化した。また，
運賃を 100 円に引き下げた最初のケースは群馬バス（前橋市）で，市内の均一運賃 190 円を 1998 年 1
月から初乗り距離を短くしたうえで 100 円に下げた。国土交通省ではこうした試みが全国に波及してお
り，100 円運賃の導入で乗客が増えて導入前に近い収入を得ているバス事業者もあるとしている（『産経


































コミュニティバスは 2001年 3月末現在，管内 89市町村で運行されており，これを 2000年 


























































































































































































































































































































 現在運行しているコミュニティバスのうち，最も長く運行しているのは，1971年 7月 28日
に路線バスの廃止に伴い運行を開始した岐阜県神岡町の「山之村バス」である（なお中部運輸局
管内での最初のコミュニティバスは岐阜県旧徳山村が経営した乗合バスで，1970年 10月 2日運行開始）。 
 年別にコミュニティバスの増加の推移を見たものが，表 2である。 
 
表 2 中部運輸局管内のコミュニティバス運行開始年 
 
 運行開始年 件数  
 1970年代 6  
 1980年代 8  
 1991年 2  
 1992年 1  
 1993年 2  
 1994年 2  
 1995年 0  
 1996年 3  
 1997年 12  
 1998年 11  
 1999年 12  
 2000年 1月・2月 30  




 運行キロ数についてみると，総延長で 1996年度末には 972.4kmであったものが，2001年 3




純に 1日平均で算出すると約 274人）以上の市町村は 12市町村であり，最も利用人員が多かった
のは金沢市の 52.7 万人であった。また，1 コースの年間平均利用者数は 11,837 人（約 12,000














  （路線バスの廃止に伴う，その代替としての輸送機関） 
 ・交通空白地帯の解消…………16件（18％） 
  （交通空白地帯の解消により移動制約者の足の確保を図る） 
 ・市街地活性化………………… 9件（10％）  
































1  3  6  20  17  11  23  7  89 
割合 
（％） 
1.0 3.3 6.7 22.5 19.1 12.4 25.8 7.9 100 
注）表 1 より作成 
 














となっている。特に 1998 年度以降に運行を開始したものでは「貸切事業の乗合許可」が 6 割
と多くなっている。その理由としては，休廃止手続きが乗合バスと比べて比較的容易であるこ
と，コミュニティバスの運行に際して運賃が届出で済み，状況によって容易に変更できる，等
                                                          
2）道路運送法 
第二十一条 一般貸切旅客自動車運送事業者は、次の場合を除き、乗合旅客の運送をしてはならない。 
 一 災害の場合その他緊急を要するとき。 




 ２ 自家用自動車は、国土交通大臣の許可を受けなければ、業として有償で貸し渡してはならない。 
 ３ 前条第二項の規定は、前項の許可について準用する。 
 
 
表 4 コミュニティバスの運行形態別根拠条項 























   ・500円未満 ……………………………50市町村 
   ・500円～1000円未満…………………16市町村 
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の行政サービスの一つとして全国各地に広まったことから，隣接市町村もこれに準じた運行
要望を住民から求められるところとなったこと。 
 バス事業は，1997年 6月の規制緩和 3) で，廃止路線の代替措置や福祉目的など自治体のバスの
運行についてほぼ申請どおり国の認可を受けられるようになった。この結果，東海北陸 7県で廃止路

























                                                          
3）運輸省自動車交通局長名で 1997 年 3 月に「交通空白地帯の有償運送等について」が，つづいて 1997
年 6月 17日「地方公共団体が自ら行う無償住民運送について」の通達が出されている。 
まちづくりとコミュニティバス（土居） 11 






















年度からは黒字に転換している。武蔵野市ではその後 1998年 3月に第 2号路線（「北西循環線」）









 駅から 1km 以上離れ，バス路線からも外れている地域が市内に 5 か所あり，その交通空白
 
写真 1 ムーバス 
出所）図 1と同じ 





































1995年 11月 ムーバス 1号路線誕生。 
1998年 3月 2号路線を開設。運行開始以来初めて約 865万円の黒字が出る。 
2000年 11月 3号路線を開設 










は，吉祥寺駅とこの地域を 2 台のバスで右回り循環している。運行距離は，一周約 4.2km を
25分，8時から 19時まで 15分間隔で 45便が運行している。バス停は全部で 18か所ある。
運行ルートのなかには小学校があり，歩車道分離ができないため，登校時間帯は危険のないよ
う 2便は迂回運行している。 




駅とこの地域を 2 台のバスで左回り循環している。一周約 5.2 ㎞を 34 分，8 時から 19 時 30
分頃まで 13分間隔で 55便が運行している。バス停は全部で 24か所ある。 
 1998年度の 1日平均利用者は約 1289人，1999年度が約 1664人，2000年度は約 1813人
となっており，バス停によっては積み残しが出る状況である。 




従来よりも延長し 7時から 20時台まで 20分間隔でそれぞれ 42便の運行である。バス停は全
部で 29か所ある。2001年度の 1日平均利用者は約 1200人となっている。 








































 英語の「move bus」＝動くバスと「move us」＝私達を動かす，移動させる，感動させる，
行動させる，の 2つの意味をかけ合わせた造語である「ムーバス」が公募により採用された。 
（8）課題 
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 廃止代替バスが走行していたが利用者は少なく，同じ公的支出をするなら，打って出ようと
検討された。その結果，高齢化・過疎化が進む西部丘陵地帯と約 25 キロ離れた中心市街地と
を 29人乗りのミニバスで結ぶ 2路線のコミュニティバスの運行が決定され，2000年 3月から
運行が開始された。ただ 5年間の実証運行という縛りがかかっている。 
 路線（図 2参照）は，椿・平田線と庄内・神戸線の 2路線 4コース（平均キロ程 20ｋｍ）で
あり，椿・平田線は近鉄平田駅やショッピングセンターに，庄内・神戸線は近鉄鈴鹿市駅や市





 鈴鹿市のこの「Ｃ－ＢＵＳ」の Cには Community･City･Civilの意味が込められている。そ
れまで三重交通の廃止代替バスがほぼ同じ路線で走っていた際には，1 便あたり１日の平均乗
客数は 2．5人であったが，1年を経た 2001年 5月時点では 15人近くになっており，全体と
しての利用者数は開業初年度 1 年間で 4 倍の 20 万人にのぼった。1 年目の運賃収入は当初予




図 3 鈴鹿市の「Ｃバス」導入までの検討フロー 
 































































































































































































































































 長久手町は愛知県郊外の名古屋市のベッドタウンであり，人口は 1965 年以降右肩上がりに
急増し，現在 4 万 2000 人に至っている。名古屋市営地下鉄藤が丘駅から，名鉄バスが運行さ
れているが，「町の南北をつなぐ路線が少なく，役場を訪れるのが不便」と，1997年 1月の町
民意識調査で 4分の 1の住民から交通の不便さが指摘されていたところである。 
 そこで全国から公募で採用された「21世紀課長」が中心窓口になり，関係各課と調整し，町
営のコミュニティバスの運行が企画された。「文化の家（町民文化ホール）」の開館に合わせて，




された Nバスは町役場を起点に 4コースで 1日それぞれ 6，7便，年末年始を除き毎日運行さ
れる。運賃は民間バスが初乗り 160円に対し，Ｎバスは各コースとも 100円均一である。当初
4コースで 2台の車両が使用され，運行は名古屋鉄道に委託した。バス車両とバス停は長久手
町のものである。運賃は 100円で中学生以下と 65 歳以上は無料である。運行は昼間の時間帯







できる範囲は町から 1km以内，利用時間は月曜から金曜の午前 8時 30分から午後 5時まで（祝
















長浜市に接しており，東西 8.7ｋｍ，南北 12.2ｋｍで総面積は 53.1ｋｍ2である。 
（2）交通状況 
 町内に JR 柏原駅と JR 近江長岡駅の 2 駅が存在し，その周辺の市街地を中心に発展して来
た。柏原駅周辺地域からは，伊吹町や米原町を通らなければ町役場の所在地である近江長岡に
行くことができないような位置にある。 





















写真 3 カモンバス 
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行計画・事故処理・法定点検を含む車両整備・申請業務等となっている。 
①路線（図 4参照） 




柏原診療所 JR柏原駅 須川 大野木 JR近江長岡駅 山東町役場 ルッチプラザ 三島池
ビジターセンター グリーンパーク山東 町民運動広場 大原診療所 
2号路線（堂谷大原線／大原診療所～堂谷公民館間） 
大原診療所 本市場 グリーンパーク山東 三島池ビジターセンター 西山 ルッチプラザ 中




 バス停留所は基本路線に 39か所，デマンドエリアに 25か所，全部で 64か所が設置されてい
る。子供から高齢者まで幅広く利用できるよう半径 300ｍ以内（各自治会に一つ以上）設置され，
きめ細かい。デマンド停留所の内訳は 2 路線の起終点の大原診療所の周辺集落 15 か所，柏原大








 カモンバスの 2001 年 3 月の導入後，既存バスにおいては，いくつかの変更が実施された。
2000 年 4 月に三島池線と天満線はこれまでビジターセンターで乗り換えしていたが，近江長
岡駅から乗り換え無しで長浜市へ乗り入れできるように統合された。また河内線はカモンバス








 車両は各集落でも小回りがきくように小型車（いすゞ製）が採用された。2 台のうち 1 台は乗

















 供用した 2001年 3月から 11月までの各路線およびデマンド利用者数の月間推移は表 6のよ
うになっている。 
 
表 6 カモンバスの月間利用状況の推移 
（単位：人） 
年  月 堂谷大原線 柏原大原線 デマンド 合  計 
2001年 3月 301 352 50 703 
4月 426 633 51 1,110 
5月 258 458 67 783 
6月 547 270 70 887 
7月 518 341 50 909 
8月 319 679 43 1,041 
9月 269 408 21 698 
10月 291 472 41 804 
11月 273 490 37 800 
（出所）山東町資料より作成 
 

































 ITS のモデル地区実験候補地に選定されている高知県は，通産省の補助金を受け 2000 年 4
まちづくりとコミュニティバス（土居） 25 
月 10日から約 3か月間，中村市（人口約 36,000人）でデマンドバスの実験走行を行なった。 
 この「中村まちバス」の運行実験は，新設の 29か所を含む市内 57か所の停留所間を，町バ
スセンターへの電話等による利用者の希望に応じて縦横に走行するもので，1 日の平均利用者
数は 24名で，多い日には 40名を超えるなど大変好成績を示した。従来までの既存バスでは利
用者が 1日 2，3人とまさに，「空気を運ぶ」状況であった。 
 運賃は一律大人 200円子供 100円で，24人乗りのマイクロバス 1台による運行であるが，
高齢者や自家用車を利用できない人に配慮し，病院，学校などの公共施設にきめ細かくバス停


















































































3月刊および 1997年 3月刊） 
・鈴木文彦『路線バスの現在・未来』（part1・part 2）グランプリ出版，2001年 1月・2001年 11月刊 
 
                                                          
4）たとえば，青森県津軽地域では，28 の自治体が「津軽地域路線バス維持協議会」を 1990 年 11 月から
組織し，乗合バスの維持改善のための活動を行ってきている。詳細については工藤清「津軽地域における
路線バス維持のための 10年間のあゆみ」，『運輸と経済』2001年 12月号を参照。 
